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草戸干粁 l展示室では、 今からおよそ 600年前

の南北朝時代を中心とする時期の、 1{f.戸千軒の町

並みを築物大で復元するとともに、 実際の出土資

料を生活の幼I日ごとに分類して展示し、人々の生

E73 
(写真1)漆と砥石の入った土器椀

(写真2)漆を塗るための箆
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主主師とは、i事塗りのl般人、つまり漆総を製作する職人のことです。

草戸千軒町逃跡からは、さまさまな稜頒の漆工用の道具が出土し

ており、この町を拠点、に活動する塗仰が存在したことが明らかに

なっています。
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